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色とりどりの花が咲き誇るたいゆう緑花園

2

6

9

大
雄
地
域

県
道
横
手
大
森
大
内
線
沿

い
に
広
が㌶
る
花
畑「
た
い
ゆ
う
緑
花
園
」

１
・
６

の
園
内
に
は

約
30
万
本
の
黄

色
の
マ
リ

ゴ

ル
ド
や
赤

紫

白
の

サ
ル
ビ
ア

コ
ス
モ
ス

カ
ン
ナ
が
植
え

ら
れ

８
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
り

訪
れ
る

人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す

　
「
た
い
ゆ
う
緑
花
園
」は

水
田
の
生
産

調
整
が
進
む
中

荒
れ
た
田
ん
ぼ
を
で
き

る
か
ぎ
り
少
な
く
し

有
効
活
用
を
図
る

た
め

旧
大
雄
村
と
県
花
卉
種
苗
セ
ン
タ

が
協
力
し
て
整
備

景
観
形
成
作
物
の

導
入
を
行
い
地
域
の
方
々
へ
憩
い
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す

　

ま
た

昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
替
わ
り

今
年
度

は

申
込
先
着
の
１
５
０
人
を
対
象
に
園

内
の
花
を
利
用
し
て
押
し
花
を
作
成
し

ポ
ス
ト
カ

ド
に
心
に
残
る
一
言
を
書
き

そ
え
て
い
た
だ
く
「
押
し
花
に
心
を
そ
え

て

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

８
月
上
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
る
「
た
い

ゆ
う
緑
花
園
」

皆
さ
ん
も
園
内
を
散
策

し

色
と
り
ど
り
の
花
に
ふ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し

う
か

い
や

■所在地　横手市大雄字四ツ屋地内
■問合せ　横手市大雄地域局産業振興課
　　　　　　0182-52－3913

たいゆう緑花園
妖艶な夏のひととき妖艶な夏のひととき
よう えんよう えん

短くて暑い横手の夏を象徴するかのように火
花を散らす線香花火。参加した皆さんは、は
かなく散る花火を見つめ、何を思ったのでし
ょうか･･･。
（７月22日、よこての全国線香花火大会）

短くて暑い横手の夏を象徴するかのように火
花を散らす線香花火。参加した皆さんは、は
かなく散る花火を見つめ、何を思ったのでし
ょうか･･･。
（７月22日、よこての全国線香花火大会）
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横
手
南
中
学
校
の
生
徒
３
人
に
感
謝
状

伝統のスイカ糖が復活伝統のスイカ糖が復活
加工施設が開所、「スイカ糖」の生産を再開（雄物川）

県内一のスイカ生産量を誇り、東北有数の産地でもある横
手市雄物川地域。３年前に製造中止となっていた特産品の
「スイカ糖」を復活させようと地元農家女性らが加工グル
ープを結成。加工所を新設し、生産を再開しました。

左から、大野心平さん、佐藤裕希さん、五十嵐龍さん

関係者により加工所前で行われたテープカット

【写真上】
慎重にそして確実にカップ
をねらいボールを打ちます
【写真右】
大会には、市内各地から247

人が参加。愛好者も多く人
気の高さがうかがえます

　

市
消
防
本
部
は

救
急
現
場
で
け

が
人
の
救
護
に
協
力
し
た
横
手
南
中

学
校
の
大
野
心
平
さ
ん

佐
藤
裕
希

さ
ん

五
十
嵐
龍
さ
ん
（
い
ず
れ
も

１
年
）
の
３
人
に
対
し

横
手
市
消

防
表
彰
本
部
規
定
に
基
づ
き

感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　

３
人
は
６
月
10
日
の
午
後

横
手

地
域
平
和
町
の
市
道
を
通
行
中

自

転
車
に
乗

た
男
性
（
73
歳
）
が
風

に
あ
お
ら
れ
て
転
倒
し

頭
を
強
打

し
た
の
を
目
撃

車
道
に
い
た
男
性

を
安
全
な
歩
道
に
移
動
さ
せ
る
と
と

も
に

周
囲
の
人
に
１
１
９
番
通
報

を
依
頼
「
大
丈
夫
で
す
よ
」
な
ど
と

声
を
か
け
続
け
る
な
ど

冷
静
な
判

断
で
男
性
の
救
護
に
あ
た
り
ま
し
た

　

贈
呈
式
は
７
月
24
日

横
手
南
中

学
校
で
行
わ
れ

中
山
榮
治
消
防
長

か
ら
「
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
し
ま

す
」
と
表
彰
を
受
け
ま
し
た

３
人

は
「
高
齢
者
で
あ
り

頭
を
打

て

い
た
の
で
心
配
で
し
た
」
「
と

さ

の
判
断
で

で
き
る
限
り
の
こ
と
を

し
ま
し
た
」
「
人
と
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
」
と

表

彰
を
受
け
た
感
想
を
冷
静
に
語

て

い
ま
し
た

　

横
手
市
消
防
表
彰
本
部
規
定
に
基

づ
く
感
謝
状
の
贈
呈
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り

市
消
防
本
部
で
は
「
男

性
は
幸
い

軽
症
で
済
み
ま
し
た

人
命
救
助
の
た
め
に
は

市
民
の
皆

さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
行
動
が
不
可
欠

で
あ
り

万
が
一
の
際
に
は
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す

06.08
.01

街から
あなた

へ

行政
情報
便

「
横
手
ま
ち
づ
く
り
作
品
コ
ン
ク

ル
」絵
画
・
作
文
募
集

『
未
来
の
駅
と
ま
ち
』に
あ
な
た
の
夢
を

街からあなたへ～行政情報便～

■補助対象者
　事業を実施する市内の団体等（市民主体のま
　ちづくり活動のうち、新規の活動や既に取り
　組んでいる活動を拡充しようとする場合に交
　付します）
■補助対象経費
　補助対象事業に要する経費とし、団体等の運
　営経費、食糧費に相当する経費、その他適当
　でないと認められる経費は、補助対象外とし
　ます
■補助金額
　・補助率　補助対象経費の２分の１以内
　・限度額　事業１件につき50万円まで（予算
　　　　　　の範囲内）
　※事業の自立を促すため、補助金の交付期間
　　を最長３年とします
■受付期間
　後期分＝８月１日～８月31日（10月から翌年
　　　　　３月まで実施分）
■申込方法
　所定の申請用紙に必要事項を記入し提出して
　ください。用紙は市役所企画課または各地域
　局地域振興課で配布しているほか、市役所ホ
　ームページからもダウンロードできます
■申込み・問合せ
　横手市総務企画部企画課地域調整担当
　　35-2164内線1053・1054（市役所本庁南庁舎内）
　または各地域局地域振興課

　市では、市民活動を元気づけ、地域の活性化
を図るため、合併前に大森町、十文字町および
横手平鹿広域市町村圏組合で実施していたまち
づくり支援事業を「みんなが主役のまちづくり
活動補助金」として統合し、市民の皆さんが主
体的に行う活動を支援しています。
　今年度はこれまで、
　・食と農について考える事業（大森）
　・みちのく秋田チャリティーラン＆ウォーク
　　大会（横手）
　・菅生部落三吉山山道美化事業（増田）
などにこの制度が活用され、それぞれ特色ある
取り組みが行われています。
　８月１日から、後期分（10月から翌年３月ま
で実施分）の受付を開始しますので、この制度
を積極的にご活用いただき、魅力あるまちづく
りにご協力ください。

　市内のグラウンド・ゴルフ協会が合
併して誕生した「横手市グラウンド・
ゴルフ連盟（和泉信子会長）」の設立記
念大会が７月24日、雄物川河川公園で
開かれ、会員247人が参加し熱戦を繰り
広げました。
　この日、河川公園に設けられたのは
特設の32ホール。参加者は、協会の合
併により生まれた新たな交流の機会を
楽しみながら競技に臨んでいました。

みんなが主役の
まちづくり活動補助金

市民主体の活動を応援します

８月１日から後期の受付を開始

詳しくは、横手市役所ホームページの企画
課ページをご覧ください
（http://www.city.yokote.lg.jp）

素
早
い
判
断
で

け
が
人
を
救
護

　

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持

て
も
ら
う
た
め

絵
画
・
作
文

コ
ン
ク

ル
を
開
催
し
ま
す

夢
あ

ふ
れ
る
「
ま
ち
」
を
絵
画
や
作
文
で

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
小
学
生
絵
画
の
部
】

■
対
象
者　

横
手
市
内
に
お
住
ま
い

　

の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生

■
テ

マ　
「
み
ら
い
の
駅
と
ま
ち
」

■
画
用
紙
サ
イ
ズ　

４
つ
切
（
約
54

　

×
38

縦

㎝

㎝

横
は
自
由
）

■
使
用
す
る
用
具　

自
由
（
絵
の
具

　

ク
レ
ヨ
ン

パ
ス
テ
ル
等
）

【
中
学
生
絵
画
の
部
】

■
対
象
者　

横
手
市
内
に
お
住
ま
い

　

の
中
学
生

■
テ

マ　

「
将
来
の
横
手
駅
前
の

　

ま
ち
づ
く
り
」

■
画
用
紙
サ
イ
ズ　

４
つ
切
（
約
54

　

×
38

縦

㎝

㎝

横
は
自
由
）

■
使
用
す
る
用
具　

自
由
（
絵
の
具

　

ク
レ
ヨ
ン

パ
ス
テ
ル
等
）

【
中
学
生
作
文
の
部
】

■
対
象
者　

横
手
市
内
に
お
住
ま
い

　

の
中
学
生

■
テ

マ　

「
将
来
の
横
手
駅
前
の

　

ま
ち
づ
く
り
」

■
文
字
数　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

　

５
枚
以
内

１
行
目
に
作
文
の
題

　

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

◎
応
募
方
法　

各
地
域
局
地
域
振
興

　

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

応
募

　

は
１
人
１
点
ま
で

◎
応
募
期
間　

９
月
11
日（
月
）
９

　

月
22
日（
金
）（
※
土
・
日
・
祝
日
は

　

各
庁
舎
の
日
直
窓
口
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
）

◎
審
査
方
法　

審
査
委
員
会
に
よ
り

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
決
定
し

　

受
賞
者
に
は
賞
状
の
ほ
か
副
賞
と

　

し
て
図
書
カ

ド
（
小
学
生
最
優

　

秀
賞
１
万
円
分

優
秀
賞
５
千
円

　

分

中
学
生
最
優
秀
賞
２
万
円
分

　

優
秀
賞
１
万
円
分
）
を
進
呈

◎
問
合
せ　

市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

開
発
調
整
担
当（
十
文
字
庁
舎
内
）

　
　

４
２

５
１
１
７

●●●●●●●●●●●● ●●●● ● ●●●● ●●●●●●● ●●●●●●● ●● ●● ●●●●●● ●●●●●●● ●●

都
市

計
画

　

ス
イ
カ
糖
は

ス
イ
カ
の
果
汁
を

長
時
間
煮
込
ん
だ
ジ

ム
状
の
保
存

食

カ
リ
ウ
ム
な
ど
を
多
く
含
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
利
尿
作
用
が
高
く

健
康
食
品
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す

雄
物
川
地
域
で
は

ス
イ
カ
の

生
産
が
始
ま

た
昭
和
30
年
代
後
半

か
ら

出
荷
で
き
な
い
規
格
外
の
ス

イ
カ
を
有
効
活
用
す
る
た
め

各
農

家
が
ス
イ
カ
糖
を
自
家
製
造
し
て
い

ま
し
た
が

平
成
２
年
か
ら
特
産
品

と
し
て
本
格
的
に
ス
イ
カ
糖
を
商
品

化

町
の
補
助
を
受
け

ス
イ
カ
農

家
ら
が
町
商
工
会
館
内
の
加
工
場
で

年
間
約
四
千
個
を
製
造

販
売
し
て

い
ま
し
た

し
か
し

平
成
15
年

商
工
会
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
加
工

場
の
移
転
先
が
見
つ
か
ら
ず

製
造

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す

　

今
回

ス
イ
カ
糖
の
生
産
を
復
活

さ
せ
た
の
は

地
元
農
家
女
性
で
つ

く
る
加
工
グ
ル

プ
「
お
も
の
が
わ

夢
工
房
（
佐
藤
イ
チ
子
代
表
）
」
の

６
人

そ
れ
ぞ
れ
資
金
を
出
し
合
い

Ｊ
Ａ
お
も
の
が
わ
旧
谷
地
支
所
内
に

加
工
所
を
新
設

７
月
24
日
に
は
五

十
嵐
市
長
や
関
係
者
が
参
加
し

加

工
所
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

テ

プ
カ

ト
の
後
に
行
わ
れ
た
祝

賀
会
で
は
五
十
嵐
市
長
が
「
加
工
グ

ル

プ
の
皆
さ
ん
や
多
く
の
人
の
支

え
で
ス
イ
カ
糖
が
復
活
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す

新
し
い
横

手
を
代
表
す
る
健
康
食
品
と
し
て

市
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ

ま
た

佐
藤
イ

チ
子
代
表
も
「
ス
イ
カ
糖
の
復
活
を

願

て
い
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す

そ
の
人
た
ち
に
一
日
で
も
早

く
良
質
な
ス
イ
カ
糖
を
届
け
た
い

子
ど
も
た
ち
の
食
育
に
も
役
立
て
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ス
イ
カ

糖
の
復
活
を
喜
び
ま
し
た

　

ス
イ
カ
糖
は

ス
イ
カ
の
出
荷
が

最
盛
期
を
迎
え
る
８
月
上
旬
か
ら
製

造
を
本
格
化
し

雄
物
川
地
域
内
の

ほ
ほ
え
み
直
売
所
や
三
吉
山
荘

え

が
お
の
丘
な
ど
で
８
月
下
旬
か
ら
販

売
を
始
め
る
予
定
で
す

連盟結成を祝い、記念大会を開催
市内のグラウンド・ゴルフ協会が合併

地元農家女性らの熱意により復活し
た雄物川地域特産のスイカ糖。体に
良いとして県内外からの人気も高い。

みち こ



■職　　種　看護師
■採用人数　３名程度（予定）
■応募要件　次の要件を満たす方
　　　　　　・昭和54年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　・通勤に支障のない範囲に居住できる方
　　　　　　・看護師の免許を有する方または平成19年３
　　　　　　　月までに実施される同国家試験により免許
　　　　　　　取得見込みの方
■採用年月日　平成19年４月１日（予定）
■試 験 日　９月２日（土）・３日（日）
■試験場所　市立横手病院４階会議室　
■受付期間　８月25日（金）まで
■問 合 せ　〒013-8602横手市根岸町5-31
　　　　　　市立横手病院総務課　32-5001

■分譲地の詳細

※区画により分譲面積が異なります。
※いずれの分譲地も、横手市水道または簡易水道、公共下
　水道引き込み済み。

■分譲条件　契約者またはその親族が居住するための住宅
　を建設してください。売買契約後10年間は譲渡（相続に
　よる場合を除く）、または賃貸借はできません　
■申込方法　各地域局地域振興課および本庁南庁舎内企画
　課にある申込書に必要事項を記入し、入居者全員の住民
　票を添えてお申し込みください。申込書は、ホームペー
　ジからもダウンロード可能です
■問合せ　市総務企画部企画課地域調整担当（本庁南庁舎
　内）　35-2164
　※詳しくは、ホームページをご覧ください。
　（http://www.city.yokote.lg.jp）

Yokote City Public Relations 2006.8.1 4

名　称

若松団地

南相野々団地

所在地

十文字町宝竜

増田町増田字若松

山内平野沢字南相野々

区画数

９

７

１

13

９

単価（円／坪）

74,000

76,000

78,000

52,000

35,000

　傍聴を希望される方は、
横手庁舎７階の傍聴席に
直接お越しください。
　なお、団体での傍聴の
場合は事前に議会事務局
までご連絡ください。
■日　時　８月９日（水）午前10時から　
■場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
■問合せ　市議会事務局（横手庁舎内）　32-2535

横手市議会８月臨時会開催のお知らせ
議会を傍聴してみませんか

市立横手病院職員を募集します 分譲宅地のご案内

ニュータウン
宝竜住宅団地

◆各地域局福祉保健課の電話番号（直通）
横手地域局　　32-2710　大森地域局　　26-4030
増田地域局　　45-5514　十文字地域局　42-5113
平鹿地域局　　24-1114　山内地域局　　53-2933
雄物川地域局　22-2157　大雄地域局　　52-3905

福 祉

病 院 企 画

横手市敬老会を各地域で開催します

期　日

９/２（土）

９/３（日）

９/９（土）

９/９（土）

９/９（土）

９/15（金）

９/16（土）

９/18（月）

９/20（水）

場　所

旭公民館

金沢中学校

さかえ館

オアシス館

あさくら館

ふるさと館

横手体育館

増田小体育館

平鹿体育館

対象地区

旭地区

金沢地区

栄地区

黒川地区

朝倉地区

境町地区

中央地区

増田地区全域

平鹿地区全域

期日

９/７（木）

９/15（金）

９/19（火）

９/20（水）

９/７（木）

９/７（木）

９/８（金）

９/８（金）

９/７（木）

場　所

ＪＡ秋田ふるさと里見支店

大森体育館

十文字西出張所

十文字文化センター

山内体育館

大雄農業者トレーニングセンター

対象地区

里見地区

沼館地区

館合・大沢地区

福地・谷地地区

大森地区全域

植田・睦合地区

十文字・三重地区

山内地区全域

大雄地区全域

　平成18年度横手市敬老会を市内18地区で開催します。対象
となるのは、昭和７年４月１日以前に生まれた75歳以上の方
で、それぞれの開催地区にお住まいの方です。内容やお申し
込み方法等は、各地域により異なりますので、詳しくは各地
域局福祉保健課までお問い合わせください。

時　間

午前11時

午前10時30分

地域

横手

増田

平鹿

地域

大森

山内

大雄

十文字

雄物川

時間

午前11時

雄物川
コミュニティ
センター

議
会
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秋田県中学校総合体育大会
３競技９種目を 制 覇

男子
バレーボール

横手南中

女子共通走り幅跳び

 岩崎菜都美さん
（横手清陵学院中）

男子2･3年1500

 鈴木 邑さん
（横手南中）

女子３年100

 石田あかねさん
（増田中）

男子共通砲丸投げ

 加瀬谷 忍さん
（増田中）

女子100 バ㍍ タフライ

 松井 杏さん
（横手南中）

女子共通四種競技

 皆川友香子さん
（十文字中）

男子１年100

 高橋 凌さん
（横手清陵学院中）女子低学年４×100 リレー 横手清陵学院中

秋田県中学校総合体育大会が、７月８日から10日にかけて
一部種目を除いて開催されました。横手市からも、予選を
勝ち抜いた多くの選手が出場して大活躍。ベスト４を横手
市勢が独占した男子バレーボールをはじめ、その実力を全
県にアピールする結果となりました。
ここでは、各種目で優勝した横手市の選手の皆さんをご紹
介します。

横手市勢大健闘

㍍ ㍍

㍍

㍍
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黒川地区の魅力を再発見
■てくてくウォーキング in 黒川（横手）
　７月８日、オアシス館を発着とする「てくてくウォーキ
ングin黒川」が開催され、横手川や大戸川の川沿いを歩く
５ と㎞ ㎞８ のコースに合わせて250人が参加しました。
　これは、市内の名所などを巡りながら健康増進を図るこ
とを目的に毎年行われているもので、今回は黒川地区に伝
わる伝説などを学ぼうと、「リバーサイド・ミステリーてく
てくウォーキング」と名付けて行われました。参加した皆
さんは、心地よい汗を流しながら、途中に設けられた見学ポ
イントで説明を受け、地区の魅力を再発見した様子でした。

横手川沿いの自然を満喫しながら歩く参加者の皆さん

灯ろう手に練り歩く
■第37回田楽灯ろうコンクール（大森）
　７月19 、田日 楽灯ろうコンクールが行われ、大森地区の
子どもたちがアニメのキャラクターなど、思い思いに描い
た140本の灯ろうを手に町内を練り歩きました。
　これは、八幡太郎義家が後三年の役の際、金沢の柵との
距離を測るため、剱花山の頂上に竿で結んだ灯ろうを立て、
今で言う三角測量を行った故事にちなみ、昭和44年から毎
年行われているもの。午後７時、大森商工会青年部が演奏
する大森太鼓を先頭に、赤レンガ蔵をスタートした子ども
たちは灯ろうを手に約３　の道のりを練り歩きました。　

五穀豊穣の祈り込め
■深井鹿嶋送り（雄物川）
　７月16日、深井地区で五穀豊穣と悪病退散などを祈願す
る鹿嶋送りが行われました。
　これは、３ ほ㍍ どもある鹿嶋様を先頭に、各家から持ち
寄った歳神を形どったワラ人形を舞台付きの屋形船に乗せ、
地区内を練り歩き、五穀豊穣と悪病退散などの祈りを込め、
ワラ舟に乗せて笛や太鼓で雄物川へ送り出す行事。舞台の
上では、晴れ着にタスキ、ハンテン姿の子どもたちが手踊
りや秋田音頭などの踊りを披露し、まつりに彩りを添えて
いました。

屋形船の上では子どもたちが手踊りを披露

優雅な盆踊りで観客を魅了
■第28回猩々祭り（十文字）
　７月22日、十文字地域の本町・通町商店街を会場に猩々
祭りが開催されました。これは、十文字町発祥の由来であ
る「猩々の道標」（十文字駅前交差点）を語り継いできた
お祭りで、祭りに合わせて帰省した人たちや家族連れが会
場を埋め尽くしました。　
　祭りに合わせて行われる「猩々音頭」では、色鮮やかな
浴衣を身に着けた踊り手が輪となり、優雅な舞を披露。こ
の日を待ちわびていた観客からは音頭に合わせて歓声が上
がっていました。

踊り手が猩々音頭を優雅に披露

きれいな川を取り戻そう
■雄物川河川敷クリーンアップ（大雄）
　７月23日、大雄地域の桜づつみ公園を起点とし、雄物川
河川敷上流から下流までの3 . 5 に㎞ わたってクリーンアップ
が行われました。この日は地元の中学生や環境衛生巡視員、
ボランティアの方など35人の方が参加。熱い陽射しが照り
つける中、空き缶や空き瓶、吸殻、木くずなどをトラック
１台分集めました。担当者の話によると、ごみの数は年々
減ってきているそうで、参加者たちは「子どもたちが遊べ
る親しみのある川を取り戻したいですね」と汗を流しなが
らごみを集めていました。

ごみ拾いに精を出す参加者たち

家族で座禅に挑戦
■夏休みわくわく教室「座禅」（平鹿）
　７月24日から26日までの３日間にわたり、夏休みわくわ
く教室「座禅」が平鹿生涯学習センターで行われ、24日の
早朝には14人の親子が参加しました。
　これは、座禅を通して心を落ち着かせることで、規則正
しい夏休みの生活を送ってもらおうと、毎年浅舞公民館の
事業として開かれているもの。参加した子どもたちは、香
最寺の國安大智住職、西法寺の齋藤泰円住職の指導のもと、
真剣な表情で座禅に取り組み、夏休みの始まりに気持ちを
引き締めていました。

心を落ち着かせ、座禅に取り組む参加者

高校生から教わり、バケツ苗の健康診断をしました

小学生と高校生が稲の健康診断
■高校生とお米の交流学習会（増田町）
　７月19日、増田小学校の５年生75人が増田高校農業科学
科の３年生７人をゲストティーチャーとして迎え、お米に
関する交流学習を行いました。
　これは、５月26日に増田高校の圃場で行った田植え体験
交流学習の第２弾として行われたもので、稲の勉強やクイ
ズ、バケツ苗の背丈や茎数、葉色などの健康診断を行いま
した。子どもたちは、葉の色で稲の健康状態がわかること
に驚いた様子。今後は、10月に自分たちが植えた稲の刈取
り体験を行い、収穫したお米を給食で食べる予定です。

歳をとっても日々勉強
■ようこそ！先輩 スペシャル講座（山内）
　生徒１人ひとりに自分の生き方について考えてもらうた
め、さまざまな分野で活躍する卒業生を講師に迎えて講義
を行う「ようこそ！先輩スペシャル講座」が７月19日、山
内中学校で行われました。
　講師を務めたのは、各種民謡大会で頂点に輝いた高橋一
郎さん。高橋さんは、「歌謡界を目指していた頃の辛い経験
を経て日本一になれた。皆さんも夢に向かって歩んでほし
い」と講演。生徒を代表して高橋洸太さん（３年）が「希望を
持って困難を乗り越えたい」と、お礼の言葉を述べました。

日本一に輝いた声を披露する高橋さん

自分で描いた灯ろうを手に町内を歩く子どもたち

しょうじょう

つるぎはな



　悪霊払い、家内安全などを
祈願する深間内神楽は、江戸
時代初期に関ケ原の戦いに敗
れ、落ち延びてきた夫婦が深
間内に住み着き、村の若者が
この夫婦から神楽を習い覚え
たのが始まりと伝えられてい
ます。
◆期　日　８月23日（水）
◆時　間　午後８時～
◆場　所　深間内伊多子神社境内
◆問合せ　平鹿地域局産業振興課　　0182-24-1118

　慶長年間（1596年～1615年）
に創設された二井山神楽は、湯
殿山神社に伝わる素朴な山伏神
楽。毎年お盆に悪霊払い、家内
安全、無病息災などを願い、集
落の人々が神楽を奉納します。
◆期　日　８月13日（日）
◆時　間　午後８時～
◆場　所　二井山湯殿山神社境内
◆問合せ　雄物川地域局産業振興課　　0182-22-2187
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福祉医療費受給者証の
更新はお済みですか？

地域包括支援センター
について

家屋調査に伺います

金婚の記念に
写真を撮りませんか 福

祉

国
保

福
祉

税
金

くらしの情報
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災害復興を願って力走
■みちのく秋田チャリティ ラン＆ウォーー ク（横手）
　決められた時間を１人またはチームで走り続け、その距
離に応じた金額を新潟中越地震の被災地に寄付するという
ユニークな大会が７月８日から９日にかけて、グリーンス
タジアムよこて前の特設周回コースで開催されました。
　市内のマラソン愛好者が企画したこの大会には、24時間、
12時間、６時間の部に合わせて115人が参加。思い思いのペ
ースで周回を重ねた結果、総走行距離は5,862kmに。同時
に開かれたバザーの収益金と合わせた85,404円が小千谷市
塩谷地区の寄合所「芒種庵」に届けられることになりました。

深間内神楽（平鹿）

第11回は・は・は祭

二井山神楽（雄物川）

８月のイベント案内

24時間走り抜き、感動のゴール

地元の食材を給食へ
■地産地消に取り組む（平鹿）
　平鹿中学校では「自分たちの地域の食について考えよう」
をテーマに、総合学習の授業で、地元の食材を活用した給
食の献立づくりに取り組みました。最初、地元を代表する
農作物として生徒たちが挙げたのは「米」と「りんご」の
２種類でしたが、調べるにつれ地元産の農産物の多さに気
付かされた様で、豊富なメニューが出揃いました。
　７月14日、これらのメニューを参考にした給食が登場。
生徒たちは味わいながら、「地元の食材なので安心です。
もっと知りたい」などの活発な感想が挙げられていました。

地元の食材を使った給食に大満足！の平鹿中学校生徒たち

　金婚を迎えられる方々をお祝いし、写真を進呈しま
す。お二人の金婚の記念に撮影してみてはいかがでし
ょうか。希望される方は、各地域局福祉保健課にお申
し込みください。
　なお、合併前に各市町村で行われていた合同金婚式
等は開催しませんのでご了承ください。

　横手・雄物川地区の方
　　昭和31年４月１日～昭和32年３月31日までに婚姻
　　届を提出した方
　増田・平鹿・大森・十文字・山内・大雄地区の方
　　昭和31年１月１日～昭和32年３月31日までに婚姻
　　届を提出した方

　８月31日（木）まで

　原則として９月30日まで

　詳しくは、本庁福祉環境部高齢ふれあい課（　２６
－２１１４）または各地域局福祉保健課までお問い合
わせください。

　「横手市地域包括支援センター」は、高齢者の生活を
総合的に支えていくための拠点として、介護予防や相
談などの総合的な支援を行っています。

　詳しくは、本庁福祉環境部地域包括支援センター（　
２６－２１２２）までお問い合わせください。 

　福祉医療費受給者証は、毎年８月１日に更新されま
す。これまでに該当されていた方には、７月中に手続
きのお知らせをしていますが、まだお済みでない方は、
早急に手続きをお願いします。また、これまで所得制
限等により該当されていない方でも、平成17年中の
所得状況等により該当する場合がありますので、お問
い合わせのうえ申請してください。

　詳しくは、本庁福祉環境部国保年金課（　３５－２
１８６）または各地域局市民生活課国保担当までお問
い合わせください。

　木造家屋及び軽量鉄骨プレハブ造の居宅を新築・増
築されたお宅を対象に、家屋にかかる固定資産税の評
価額を算定するため、資産税課の職員が家屋調査に伺
います。
　家屋調査では、建物の外観や建物内部のすべての部
屋の床・壁・天井などの仕上げについて調査します。
このとき、押入れや物置などの内部仕上げや電気・給
排水設備も拝見しますのでご協力をお願いします。
　なお、軽量鉄骨プレハブ造の居宅以外の非木造建築
物は、県の平鹿地域振興局総務企画部県税課で調査す
ることになっております。
　また、登記されている家屋を取り壊したときは、法
務局で「滅失登記」の手続きをしてください。登記さ
れていない家屋（未登記家屋）を取り壊したときや滅
失登記ができないときは、資産税課に「家屋滅失届」
を提出してください。届出用紙は、資産税課及び各地
域局市民生活課にあります。
　滅失した建物の税金は、資産税課職
員が家屋の取り壊しを確認した翌年か
ら課税されなくなりますので、手続き
を忘れないようご注意ください。
　詳しくは、本庁財務部資産税課資産
税担当（　３２－２７６７）までお問
い合わせください。

●福祉医療対象者

●対象者

●申込期限

●撮影期間

●介護予防ケアマネジメントの流れ

種　　別 対　象　者　の　条　件

乳幼児 小学校入学前（所得制限による非該
当の方にも市単独で助成します）

ひとり親家庭の
子ども

母子・父子家庭の18歳に達する日以
後の年度末までの子ども

高齢身体障害者 身体障害者手帳４～６級所持者で、
65歳以上の方（社会保険本人を除く）

重度心身障害 身体障害者手帳１～３級、療育手帳
Ａ所持者

生活機能が低下している人や
将来的にその危険がある人

要介護状態が軽く要支援１か
２と判定された人

チェックリストなどを利用し
て心身の状況把握

利用者の心身の状況や環境生
活歴などを把握

介護予防サービス
（地域支援事業）

介護予防サービス
（介護保険事業）

目標を設定してサービスのメニューを検討

介護予防サービス計画を作成

目標を設定して利用するサー
ビスを利用者の同意により決
定

目標達成のためのサービスの
種類や回数を利用者の同意に
より決定し一定期間に評価

横
手
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　平成８年８月８日に、は・は・はの語呂合わせとともに誕生したは・は・
は祭。旧雄物川町民に親しまれていた町民憲章「笑顔の町」にふさわしく、
賑わいのあるまちづくりイベントとして、また真夏の名物行事としてすっ
かり定着しました。町内外企業による即売や各団体による夜店など、子供
からお年寄りまで多くの地域住民が参加して、笑顔の町にちなんだ企画が
行われます。
◆期　日　８月８日（火）
◆場　所　今宿通り
◆日　程　18:00～　オープニング
　　　　　19:00～　エレクトーン演奏
　　　　　19:20～　よさこいソーラン踊り
　　　　　19:45～　餅まき・まんじゅうまき
　　　　　20:30～　超神ネイガーショー
◆問合せ　は・は・は祭実行委員会
　　　　　（雄物川町商工会内）
　　　　　　0182-22-2139

　市報よこて７月15日号の記載内容に誤りがありました。訂正してお詫び
します。
●７ページ　◆屋形舟繰り出し　（誤）■場所　横手地域局前おまつり広場
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■場所　横手川蛇の崎川原
●７ページ　◆花火ショー　　　（誤）■日時　８月15日（火）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■日時　８月16日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　（誤）■場所　横手地域局前おまつり広場
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■場所　横手川蛇の崎川原
●７ページ　◆問合せ　　　　　（誤）■横手市増田まんが美術館　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■社団法人　横手市観光協会

訂正とお詫び



　悪霊払い、家内安全などを
祈願する深間内神楽は、江戸
時代初期に関ケ原の戦いに敗
れ、落ち延びてきた夫婦が深
間内に住み着き、村の若者が
この夫婦から神楽を習い覚え
たのが始まりと伝えられてい
ます。
◆期　日　８月23日（水）
◆時　間　午後８時～
◆場　所　深間内伊多子神社境内
◆問合せ　平鹿地域局産業振興課　　0182-24-1118

　慶長年間（1596年～1615年）
に創設された二井山神楽は、湯
殿山神社に伝わる素朴な山伏神
楽。毎年お盆に悪霊払い、家内
安全、無病息災などを願い、集
落の人々が神楽を奉納します。
◆期　日　８月13日（日）
◆時　間　午後８時～
◆場　所　二井山湯殿山神社境内
◆問合せ　雄物川地域局産業振興課　　0182-22-2187

Yokote City Public Relations 2006.8.19

福祉医療費受給者証の
更新はお済みですか？

地域包括支援センター
について

家屋調査に伺います

金婚の記念に
写真を撮りませんか 福

祉

国
保

福
祉

税
金

くらしの情報
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opicsT 東西南北東西南北
ニュース題題話話のの域域地地

災害復興を願って力走
■みちのく秋田チャリティ ラン＆ウォーー ク（横手）
　決められた時間を１人またはチームで走り続け、その距
離に応じた金額を新潟中越地震の被災地に寄付するという
ユニークな大会が７月８日から９日にかけて、グリーンス
タジアムよこて前の特設周回コースで開催されました。
　市内のマラソン愛好者が企画したこの大会には、24時間、
12時間、６時間の部に合わせて115人が参加。思い思いのペ
ースで周回を重ねた結果、総走行距離は5,862kmに。同時
に開かれたバザーの収益金と合わせた85,404円が小千谷市
塩谷地区の寄合所「芒種庵」に届けられることになりました。

深間内神楽（平鹿）

第11回は・は・は祭

二井山神楽（雄物川）

８月のイベント案内

24時間走り抜き、感動のゴール

地元の食材を給食へ
■地産地消に取り組む（平鹿）
　平鹿中学校では「自分たちの地域の食について考えよう」
をテーマに、総合学習の授業で、地元の食材を活用した給
食の献立づくりに取り組みました。最初、地元を代表する
農作物として生徒たちが挙げたのは「米」と「りんご」の
２種類でしたが、調べるにつれ地元産の農産物の多さに気
付かされた様で、豊富なメニューが出揃いました。
　７月14日、これらのメニューを参考にした給食が登場。
生徒たちは味わいながら、「地元の食材なので安心です。
もっと知りたい」などの活発な感想が挙げられていました。

地元の食材を使った給食に大満足！の平鹿中学校生徒たち

　金婚を迎えられる方々をお祝いし、写真を進呈しま
す。お二人の金婚の記念に撮影してみてはいかがでし
ょうか。希望される方は、各地域局福祉保健課にお申
し込みください。
　なお、合併前に各市町村で行われていた合同金婚式
等は開催しませんのでご了承ください。

　横手・雄物川地区の方
　　昭和31年４月１日～昭和32年３月31日までに婚姻
　　届を提出した方
　増田・平鹿・大森・十文字・山内・大雄地区の方
　　昭和31年１月１日～昭和32年３月31日までに婚姻
　　届を提出した方

　８月31日（木）まで

　原則として９月30日まで

　詳しくは、本庁福祉環境部高齢ふれあい課（　２６
－２１１４）または各地域局福祉保健課までお問い合
わせください。

　「横手市地域包括支援センター」は、高齢者の生活を
総合的に支えていくための拠点として、介護予防や相
談などの総合的な支援を行っています。

　詳しくは、本庁福祉環境部地域包括支援センター（　
２６－２１２２）までお問い合わせください。 

　福祉医療費受給者証は、毎年８月１日に更新されま
す。これまでに該当されていた方には、７月中に手続
きのお知らせをしていますが、まだお済みでない方は、
早急に手続きをお願いします。また、これまで所得制
限等により該当されていない方でも、平成17年中の
所得状況等により該当する場合がありますので、お問
い合わせのうえ申請してください。

　詳しくは、本庁福祉環境部国保年金課（　３５－２
１８６）または各地域局市民生活課国保担当までお問
い合わせください。

　木造家屋及び軽量鉄骨プレハブ造の居宅を新築・増
築されたお宅を対象に、家屋にかかる固定資産税の評
価額を算定するため、資産税課の職員が家屋調査に伺
います。
　家屋調査では、建物の外観や建物内部のすべての部
屋の床・壁・天井などの仕上げについて調査します。
このとき、押入れや物置などの内部仕上げや電気・給
排水設備も拝見しますのでご協力をお願いします。
　なお、軽量鉄骨プレハブ造の居宅以外の非木造建築
物は、県の平鹿地域振興局総務企画部県税課で調査す
ることになっております。
　また、登記されている家屋を取り壊したときは、法
務局で「滅失登記」の手続きをしてください。登記さ
れていない家屋（未登記家屋）を取り壊したときや滅
失登記ができないときは、資産税課に「家屋滅失届」
を提出してください。届出用紙は、資産税課及び各地
域局市民生活課にあります。
　滅失した建物の税金は、資産税課職
員が家屋の取り壊しを確認した翌年か
ら課税されなくなりますので、手続き
を忘れないようご注意ください。
　詳しくは、本庁財務部資産税課資産
税担当（　３２－２７６７）までお問
い合わせください。

●福祉医療対象者

●対象者

●申込期限

●撮影期間

●介護予防ケアマネジメントの流れ

種　　別 対　象　者　の　条　件

乳幼児 小学校入学前（所得制限による非該
当の方にも市単独で助成します）

ひとり親家庭の
子ども

母子・父子家庭の18歳に達する日以
後の年度末までの子ども

高齢身体障害者 身体障害者手帳４～６級所持者で、
65歳以上の方（社会保険本人を除く）

重度心身障害 身体障害者手帳１～３級、療育手帳
Ａ所持者

生活機能が低下している人や
将来的にその危険がある人

要介護状態が軽く要支援１か
２と判定された人

チェックリストなどを利用し
て心身の状況把握

利用者の心身の状況や環境生
活歴などを把握

介護予防サービス
（地域支援事業）

介護予防サービス
（介護保険事業）

目標を設定してサービスのメニューを検討

介護予防サービス計画を作成

目標を設定して利用するサー
ビスを利用者の同意により決
定

目標達成のためのサービスの
種類や回数を利用者の同意に
より決定し一定期間に評価

横
手
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　平成８年８月８日に、は・は・はの語呂合わせとともに誕生したは・は・
は祭。旧雄物川町民に親しまれていた町民憲章「笑顔の町」にふさわしく、
賑わいのあるまちづくりイベントとして、また真夏の名物行事としてすっ
かり定着しました。町内外企業による即売や各団体による夜店など、子供
からお年寄りまで多くの地域住民が参加して、笑顔の町にちなんだ企画が
行われます。
◆期　日　８月８日（火）
◆場　所　今宿通り
◆日　程　18:00～　オープニング
　　　　　19:00～　エレクトーン演奏
　　　　　19:20～　よさこいソーラン踊り
　　　　　19:45～　餅まき・まんじゅうまき
　　　　　20:30～　超神ネイガーショー
◆問合せ　は・は・は祭実行委員会
　　　　　（雄物川町商工会内）
　　　　　　0182-22-2139

　市報よこて７月15日号の記載内容に誤りがありました。訂正してお詫び
します。
●７ページ　◆屋形舟繰り出し　（誤）■場所　横手地域局前おまつり広場
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■場所　横手川蛇の崎川原
●７ページ　◆花火ショー　　　（誤）■日時　８月15日（火）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■日時　８月16日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　（誤）■場所　横手地域局前おまつり広場
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■場所　横手川蛇の崎川原
●７ページ　◆問合せ　　　　　（誤）■横手市増田まんが美術館　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（正）■社団法人　横手市観光協会

訂正とお詫び
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大
森
地
区
で
は

毎
年
７
月
に
「
田
楽
灯
籠
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

こ
の
日
は

子
ど
も
た
ち
が
持

て
歩
く
灯
籠
の
行
列
が

夜
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
照
ら

し
出
し
ま
す

　

長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
お
祭
り
が
始
ま

た
の
は

後
三
年
の
役
と
い
う
合
戦
で

八
幡
太
郎
義
家
と
い
う

大
将
が

戦
い
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
戦
場
地
の
周

辺
を
測
量
し

測
量
の
ポ
イ
ン
ト
に
灯
籠
を
掲
げ
た
こ

と
が
き

か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

　

大
森
小
学
校
で
は

毎
年

学
校
で
田
楽
灯
籠
づ
く

り
を
行

て
い
ま
す

ど
の
子
も
自
分
の
灯
籠
の
枠
を

持

て
い
て

薄
紙
に
思
い
思
い
の
絵
や
言
葉
を
描
い

て
貼
り
ま
す

例
え
ば
「
交
通
安
全
」
や
「
家
内
安

全
」

自
分
の
好
き
な
言
葉
や
目
標
の
言
葉
を
書
く
人

も
い
れ
ば

今
年
の
ワ

ル
ド
カ

プ
や
来
年
開
催
さ

れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
ス
ギ

チ
を
描
い
て
い
る
人

も
多
く
い
ま
し
た

　

祭
り
の
夜

ま
ち
に

は
多
く
の
人
た
ち
が
集

ま
り

灯
籠
を
鑑
賞
し

ま
す

特
に
美
し
い
灯

籠
に
は

金
・
銀
・
銅

の
賞
が
与
え
ら
れ
ま
す

古
く
か
ら
大
森
に
伝
わ

る
夏
の
夜
の
美
し
い
お

祭
り

こ
の
文
化
を
ず

と
受
け
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す　

熊
谷
さ
ん
夫
妻
は
昭
和
31
年
の
２

月
に
結
婚

ミ
サ
子
さ
ん
は

真

白
な
雪
の
中
を
馬
そ
り
に
揺
ら
れ

雪
下
駄
を
履
い
て
の
嫁
入
り
だ

た

そ
う
で
す

結
婚
後
は

夫
婦
で
農

業
に
い
そ
し
む
生
活
で
し
た
が

忙

し
い
な
が
ら
も
仕
事
の
節
目
に
は
湯

治
や
旅
行
に
出
か
け
る
な
ど

「
理

解
の
あ
る
家
族
で
し
た
ね
」
と
懐
か

し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返
り
ま
す

　

常
に
朗
ら
か
で

笑
顔
の
似
合
う

お
二
人
で
す
が

こ
れ
ま
で
に
は
富

太
郎
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
８
年
に
も

及
ぶ
介
護
や

ミ
サ
子
さ
ん
の
病
気

な
ど
辛
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た

そ

ん
な
と
き

「
い
つ
も
救

て
く
れ

た
の
は
主
人
の
優
し
さ
で
し
た
」
と

話
す
ミ
サ
子
さ
ん

　

介
護
生
活
に
疲
れ
た
ミ
サ
子
さ
ん

を
そ

と
温
泉
に
連
れ
て
行

た
り

２

月
半
に
も
及
ぶ
闘
病
生
活
に
ず

と
付
き
添

て
く
れ
た
の
も
富
太

郎
さ
ん
で
し
た

　

当
時
を
思
い
出
し

涙
ぐ
む
ミ
サ

子
さ
ん
を
包
み
込
む
よ
う
な
富
太
郎

さ
ん
の
微
笑

困
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
こ
そ

お
二
人
の
笑
顔
の

中
に
あ
る
強
さ
と
優
し
さ
が
伝
わ

て
き
ま
す

　

取
材
の
始
め
に
伺

た
夫
婦
円
満

の
秘
訣
を「
お
互
い
へ
の
思
い
や
り
」

と
即
答
さ
れ
た
お
二
人

そ
の
言
葉

と
思
い
を
改
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
取
材
で
し
た

大
森
小
学
校（
大
森
）

文
化
を
受
け
継
ぐ

「
田
楽
灯
籠
」づ
く
り
に
挑
戦

フ

ク
ダ
ン
ス
サ

ク
ル（
増
田
）

増
田
町
婦
人

フ

ク
ダ
ン
ス

熊谷富太郎さん（73歳）
　　ミサ子さん（69歳）

（横手）

◆今月の記者
　大森小学校６年
　（左から）
　石成　大志さん
　佐々木笑里さん
　佐々木拓真さん
　佐藤　連　さん

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介

とみ た ろう

共に
歩ん
で

50年

交差点

ま い

島田麻衣さん （山内）
（21歳・Ｂ型・かに座）

　

「
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
」
を
モ

ト

に
増
田
町
婦
人
フ

ク
ダ
ン

ス
は
平
成
８
年
に
結
成

参
加
者
は
50
代
か
ら
70
代
ま
で
の
高
年
齢
者
が
多

く

現
在
は
30
人
の
メ
ン
バ

が
在
籍
し
て
い
ま
す

　

フ

ク
ダ
ン
ス
は

知
ら
な
い
人
同
士
で
も
手
と
手
を
取
り
合
い

大

勢
で
一
体
感
を
味
わ
い
な
が
ら
踊
れ
る
ダ
ン
ス

こ
の
サ

ク
ル
で
は

軽

い
ス
ト
レ

チ
体
操
や
ゲ

ム
を
交
え
た
り

「
り
ん
ご
の
唄
」
や
「
青
い

山
脈
」
な
ど
の
音
楽
を
取
り
入
れ
た
り
と

形
に
こ
だ
わ
ら
ず

誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
ダ
ン
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す

「
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効
果
的
で
す
し

こ
こ
に
来
て

友
達
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
も
楽
し
い
」
と
は
参
加

者
の
声

　

年
に
一
度
は
発
表
も
行

て
い
ま
す

興
味

を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ

い◆
問
合
せ　

片
倉
玲
子
さ
ん　

４
５

２

　

１
３
３

　

今
年
で
社
会
人
２
年
目
を
迎
え
る
麻
衣

さ
ん

横
手
地
域
に
あ
る
高
橋
耳
鼻
咽
喉

科
眼
科
ク
リ
ニ

ク
に
勤
務
し

受
付
を
担

当
し
て
い
ま
す
常
に
回
り
に
気
を
配
り
や

さ
し
く
接
す
る
笑
顔
が
患
者
さ
ん
に
好
評
で
す

☆
自
分
の
性
格
は
？

　

マ
イ
ペ

ス
か
な

☆
趣
味
は
？

　

夏
は
海
水
浴

冬
は
ス
キ

や
ス
ノ

ボ

ド
な

　

ど

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す

☆
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

男
ら
し
く
引

張

て
く
れ
る
人
で
す

☆
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て

　

自
分
で
仕
事
の
判
断
を
き

ち
り
と
で
き
る
よ
う

　

に
な
る
こ
と
で
す

　

し

か
り
と
し
た
受
け
答
え
が
好
印
象
の
麻
衣
さ

ん

お

と
り
と
し
た
話
し
口
調
な
が
ら
も

し
な

や
か
な
芯
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
素
敵
な
女
性
で
す

く
い

だい し

えみ り

たく ま

れん



お
し
ら
せ

催　

し

「
助
成
金
申
込
支
援
セ
ミ
ナ

」

を
開
催
し
ま
す

第
30
回
横
手
駅
前
納
涼
ま
つ
り

第
９
回
技
能
職
フ

ア

雄
物
川
郷
土
資
料
館　

特
別
展

「
佐
々
木
宗
一
郎
絵
画
展
」

親
子
で
地
熱
発
電
所
を

見
に
行
き
ま
せ
ん
か

山
内
地
域
直
売
所

「
お
盆
セ

ル
」

雄
物
川
図
書
館

「
平
和
へ
の
祈
り
展
」

横
手「
送
り
盆
ま
つ
り
」の
盆
踊

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
き
め
き
Ｄ
Ｅ
愛
in
う
ご
べ
こ

ま
つ
り　

女
性
参
加
者
大
募
集　

す
こ
や
か
夏
ま
つ
り
２
０
０
６　

健
康
相
談
に「
ま
ち
の
保
健
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

み
ど
り
の
朝
市
感
謝
デ

06 

秋
田
県
レ
ク
リ
エ

シ

ン

大
会
in
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｅ（
ひ
ら
か
）

「
見
て
聞
い
て
女
性
チ

レ
ン
ジ
」

バ
ス
ツ
ア

参
加
者
募
集

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
方
の

た
め
の
居
場
所
を
つ
く
り
ま
し
た

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

募　

集

●お知らせのページ●
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子
ど
も
サ
イ
サ
イ
囃
子
や
パ
フ

マ
ン
ス
シ

歌
謡
シ

な

ど
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

お
越

し
く
だ
さ
い

■
日
時　

８
月
11
日
（
金
）
・
12
日

　
（
土
）午
後
６
時

９
時
30
分

■
場
所　

ユ
ニ
オ
ン

マ

ク
ス
バ

　

リ

前

■
問
合
せ　

横
手
駅
前
商
店
街
振
興

　

組
合
事
務
局
（
横
手
商
工
会
議
所

　

内
）　

３
２
―
１
１
７
０

　

子
ど
も
達
が

物
を
つ
く
る
喜
び

と
創
造
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ

い

技
能
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に

技
能
職
フ

ア
を
開
催
し

ま
す

　

木
工
・
板
金
の
工
作
や
畳
制
作

建
築
設
計
体
験
コ

ナ

な
ど

普

段
は
体
験
で
き
な
い
物
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
日
時　

８
月
20
日
（
日
）
午
前
10

　

時

午
後
３
時

■
場
所　

条
理
跡
広
場
（
高
齢
者
セ

　

ン
タ

隣
）

■
対
象　

小
・
中
学
生

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

横
手
市
建
設
技
能
職
組
合

　

・
横
手
市
建
設
技
能
協
同
組
合
青

　

年
部
会

■
問
合
せ　

横
手
市
建
設
技
能
協
同

　

組
合
青
年
部
（
横
手
市
総
合
技
能

　

セ
ン
タ

内) 　

３
２
―
３
４
８
７

　　

美
し
さ
と
し
な
や
か
さ
を
凝
縮
し

た
画
風
が
魅
力
的
と
評
価
さ
れ
て
い

る

佐
々
木
宗
一
郎
の
作
品
の
数
々

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
　

■
期
間　

８
月
５
日(

土
）
27
日（
日
）

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
４
時
30

　

分
■
入
館
料　

大
人
１
０
０
円

小
中

　

学
生
は
無
料

■
問
合
せ　

雄
物
川
郷
土
資
料
館

　
　

２
２
―
２
７
９
３

　

親
子
で
発
電
の
し
く
み
や
エ
ネ
ル

ギ

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■
日
時　

８
月
22
日
（
火
）
午
前
９

　

時

午
後
３
時

■
行
き
先　

上
の
岱
地
熱
発
電
所　

　
（
湯
沢
市
）

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
昼
食
代
）

■
申
込
先　

東
北
電
力
（
株
）
横
手

　

営
業
所　

３
２
―
５
６
９
７

　　

今
な
お

世
界
で
繰
り
返
さ
れ
る

戦
争
や
紛
争

平
和
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か

　

広
島
・
長
崎
の
被
爆
写
真
と
解
説

パ
ネ
ル
の
展
示

関
連
書
籍
の
紹
介

や
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す

■
期
間　

７
月
25
日
（
火
）

８
月

　

31
日
（
木
）

■
場
所　

雄
物
川
図
書
館
２
階
ラ
ウ

　

ン
ジ

■
問
合
せ　

雄
物
川
図
書
館　

２
２

　

―
２
３
０
０

　

山
内
地
域
に
あ
る
２
つ
の
直
売
所

で
は

お
盆
用
の
花
な
ど
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て

「
お
盆
セ

ル
」
を

開
催
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い道
の
駅
「
農
香
庵
」

■
日
時　

８
月
11
日
（
金
）
・
12
日

（
土
）
午
前
９
時

午
後
７
時

■
問
合
せ　
　

５
６
―
１
６
０
０

あ
い
の
の
温
泉
直
売
所
「
山
菜
恵
ち

ん
」

■
日
時　

８
月
12
日
（
土
）
・
13
日

　
（
日
）
午
前
８
時

午
後
６
時（
13

　

日
は
午
後
１
時
ま
で
）

■
問
合
せ　
　

５
３
―
２
７
１
０

  

野
外
ス
テ

ジ
で
の

超
神
ネ
イ

ガ

シ

＆
握
手
会
を
は
じ
め

芸
能
の
披
露
や
模
擬
店

花
火
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す

■
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
後
４

　

時
30
分

８
時
（
超
神
ネ
イ
ガ

　

シ

＆
握
手
会
は
午
後
６
時
か

　

ら
）

■
場
所　

す
こ
や
か
横
手
（
横
山
町

　

１
―
１
）

■
問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ

ム

　

す
こ
や
か
横
手　

総
務
課　

３
３

　

―
７
７
７
７

　  

大
森
地
域
の
独
身
男
性
が
主
催
す

る
「
と
き
め
き
Ｄ
Ｅ
愛
ネ

ト
お
お

も
り
実
行
委
員
会
」
で
は

真
剣
に

出
会
い
を
求
め
て
い
る
独
身
女
性
を

対
象
に
ふ
れ
あ
い
パ

テ

を
開
催

し
ま
す

　

羽
後
町
の
五
輪
坂
温
泉
と
し
と
ら

ん
ど
特
設
会
場
で

毎
年
９
月
に
開

催
さ
れ
る
「
う
ご
べ
こ
ま
つ
り
」
に

参
加
し

交
流
を
図
り
ま
す

興
味

を
お
持
ち
の
独
身
女
性
の
方

ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前
10

　

時（
大
森
地
域
局
庁
舎
前
に
集
合
）

■
場
所　

羽
後
町
五
輪
坂
温
泉
と
し

　

と
ら
ん
ど
特
設
会
場
及
び
大
森
地

　

域
内

■
参
加
費　

１

５
０
０
円

■
対
象　

25

50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

　

独
身
女
性

■
募
集
期
限　

８
月
18
日
（
金
）

■
申
込
先　

と
き
め
き
Ｄ
Ｅ
愛
ネ

　

ト
お
お
も
り
事
務
局　

遠
藤　
　

　
　

０
９
０
―
８
７
８
８
―
２
８
７

　

７　

ま
た
はE-m

ail:office- r@

　

d5.dion.ne. jp

ま
で　
　

　

横
手
青
年
会
議
所
で
は

盆
踊
り

へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

練
習
会
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

■
日
時　

８
月
15
日
（
火
）
午
後
６

　

時
集
合

■
場
所　

横
手
地
域
局
前
お
ま
つ
り

　

広
場

■
練
習
日　

８
月
９
日
（
水
）
午
後

　

６
時

■
練
習
場
所　

横
手
商
工
会
議
所
大

　

会
議
室

■
申
込
先　

（
社
）
横
手
青
年
会
議

　

所
事
務
局　

３
２
―
１
１
７
０

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ア
団
体
な

ど
の
方
が

民
間
団
体
の
助
成
事
業

へ
の
応
募
方
法
を
学
び

助
成
金
を

獲
得
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
テ
ク

ニ

ク
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
の
セ
ミ
ナ

を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

８
月
28
日（
月
）午
後
１
時

　

30
分

５
時

■
場
所　

南
部
市
民
活
動
サ
ポ

ト        
  

セ
ン
タ

（
神
明
町
１
―
９
）

■
講
師　

日
本
財
団  

公
益
・
ボ
ラ

  

ン
テ

ア
支
援
グ
ル

プ　

菅
井

  

明
則
氏（
公
益
チ

ム
リ

ダ

）

■
申
込
み　

市
総
務
企
画
部
企
画
課

　
（
南
庁
舎
）ま
た
は
各
地
域
局
地
域 

  

振
興
課
に
申
込
み
用
紙
を
用
意
し

　

て
い
ま
す

■
申
込
期
限  

８
月
21
日（
月
）  

■
問
合
せ　

秋
田
県
県
民
文
化
政
策

　

課
地
域
活
動
支
援
室　

０
１
８
―

　

８
６
０
―
１
５
１
９

　

秋
田
県
看
護
協
会
で
は

学
校
の

保
健
室
の
よ
う
に

身
近
で
気
軽
に

健
康
の
相
談
が
で
き
る
場
所
を
提
供

す
る
た
め

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

相
談
に
は
看
護
師
が

お
応
え
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

■
日
時　

８
月
19
日
（
土
）
・
９
月

　

９
日
（
土
）

■
場
所　

す
こ
や
か
横
手
（
横
山
町

　

１
―
１
）
健
康
の
駅
ト
レ

ニ
ン

　

グ
セ
ン
タ

２
階

■
問
合
せ　

健
康
の
駅
推
進
室

　
　

３
５
―
６
３
６
６

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
競
技
別
リ
ハ

サ
ル
大
会
と
し
て
「
第
41
回
全
国

都
道
府
県
対
抗
自
転
車
競
技
大
会
」

が
８
月
20
日

美
郷
町
と
大
仙
市
に

て
開
催
さ
れ
ま
す

　

ロ

ド
・
レ

ス
は
美
郷
町
六
郷

を
ス
タ

ト
・
ゴ

ル
地
点
と
し

美
郷
町
千
畑
地
区

大
仙
市
太
田
地

区
・
仙
北
地
区
を
周
回
す
る
コ

ス

で
行
わ
れ
ま
す

　

一
般
道
路
が
使
用
さ
れ
ま
す
の
で

当
日
は
選
手
の
通
過
に
と
も
な
い

通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

■
問
合
せ　

秋
田
わ
か
杉
国
体
美
郷

　

町
実
行
委
員
会
事
務
局　

０
１
８

　

７
―
８
４
―
４
９
１
６

　

市
内
在
住
の
高
橋
朗
子
さ
ん
が

自
ら
の
体
験
を
い
か
し

不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
気
軽
に
く
つ
ろ

げ
る
場
所
と
し
て
「
よ
こ
て
の
た
ん

ぽ
ぽ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

　

外
に
出
る
き

か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

■
日
時　

毎
週
木
曜
日
（
予
定
）
午

　

後
１
時

２
時

■
場
所　

横
手
保
健
セ
ン
タ

（
横

　

山
町
１
―
１
）
１
階
ホ

ル

■
問
合
せ　

横
手
保
健
セ
ン
タ
　

　

越
後
谷
ま
で　

３
３
―
９
６
０
０

　

個
人
事
業
税
「
第
１
期
」
分
の
納

付
期
限
は

８
月
31
日（
木
）で
す

納
付
で
き
る
場
所
は

県
平
鹿
地
域

振
興
局
や
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
な
ど
で
す

お
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す

■
問
合
せ　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
県

　

税
課　

３
２
―
０
５
９
５

　

日
頃
か
ら
の
ご
利
用
に
感
謝
を
込

め
て

み
ど
り
の
朝
市
感
謝
デ

を

開
催
し
ま
す

新
鮮
・
安
全
・
豊
富

な
品
揃
え
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

■
日
時　

８
月
12
日
（
土
）
午
前
５

　

時
30
分

■
場
所　

横
手
庁
舎
駐
車
場

■
問
合
せ　

横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課　

３
２
―
２
７
１
８

　

秋
田
県
レ
ク
リ
エ

シ

ン
協
会

主
催
に
よ
る

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
く
体
験
で
き
る
レ
ク
リ
エ

シ

ン
大
会
で
す

　

詳
し
く
は

各
地
域
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ

に
用
意
し
て
い
ま
す
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前
10

　

時

午
後
３
時
30
分
（
午
前
８
時

　

30
分
受
付
）

■
場
所　

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

 

（
旧
中
央
公
民
館
）
ほ
か

■
参
加
費　

３
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０
円
（
小
学
生
以

　

下
無
料

保
険
料
参
加
賞
込
み
）

■
持
ち
物　

昼
食

運
動
が
で
き
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服
装

ズ

ク
な
ど

■
申
込
期
限　

８
月
10
日
（
木
）

  

※
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す

■
申
込
先　

・
横
手
市
レ
ク
リ
エ

　

シ

ン
大
会
事
務
局　

小
杉
さ
ん
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横
手
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協
会
平
鹿
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レ

　

ク
リ
エ

シ

ン
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準
備
会

　

堀
田
さ
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１
１

　

市
内
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
起
業

家
の
中
か
ら

リ
ン
ゴ
園
経
営
や
コ

ミ

ニ
テ

ビ
ジ
ネ
ス
に
チ

レ
ン

ジ
し
て
い
る
方
に
ス
ポ

ト
を
当
て

現
地
を
見
学
し
体
験
談
を
聞
き
ま
す

　

女
性
の
社
会
参
画
の
観
点
か
ら

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か

■
期
日　

８
月
27
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
２
時

（
市
役
所
南
庁
舎
集
合
）

■
行
き
先　

十
文
字
・
増
田
地
域

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

先
着
50
人

■
申
込
み　

８
月
18
日
（
金
）
ま
で

　

秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
　

３
３
―
７
０
１
８
へ

う
え

た
い



■
募
集
職
種　

航
空
学
生
・
一
般
曹

　

候
補
学
生
・
曹
候
補
士
・
２
等
陸

　

海
空
士

■
受
付
期
限　

９
月
８
日
（
金
）

■
受
験
資
格　

平
成
19
年
３
月
高
校

　

卒
業
予
定
の
男
女
及
び
18
歳
以
上

　

27
歳
未
満
の
男
女

■
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

■
試
験
日　

９
月
16
日
（
一
般
曹
候

　

補
学
生
・
曹
候
補
士
）
19
日
（
２

　

等
陸
海
空
士
）
23
日（
航
空
学
生
）

■
申
込
先　

自
衛
隊
横
手
募
集
事
務

　

所　

３
２
―
３
９
２
０

　

犯
罪
被
害
者
の
被
害
の
回
復
や
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め

「
被
害

者
支
援
の
た
め
の
メ

セ

ジ
」
と

「
秋
田
被
害
者
支
援
運
動
の
愛
称
」

を
募
集
し
ま
す

■
募
集
期
限　

９
月
29
日
（
金
）

■
詳
細　

http://w
w
w
.pr ef. akit

  a.lg.jp 　
　

■
問
合
せ　

秋
田
県
警
察
本
部
警
務

　

課
犯
罪
被
害
者
対
策
室  

０
１
８

　

―
８
６
３
―
１
１
１
１　

ま
た
は

　

県
民
文
化
政
策
課  

０
１
８
―
８

　

６
０
―
１
５
１
３

  

ホ

ム
ペ

ジ
作
成
の
講
座
で
す

■
日
時　

８
月
21
日
（
月
）

23
日 

 

（
水
）午
後
６
時
30
分

８
時
30
分

■
場
所　

鳳
中
学
校

■
対
象　

ワ

ド
の
基
本
操
作
が
で

　

き
る
勤
労
者
・
求
職
者

■
教
材
費　

１

０
０
０
円　

■
申
込
み　

８
月
７
日
（
月
）
午
前 

  

９
時
か
ら
女
性
セ
ン
タ
　

３
３

　

―
３
９
９
５
へ

 　

Ａ
タ

ン
就
職
を
希
望
す
る
方
を

対
象
に

職
業
相
談

情
報
提
供

登
録
受
付
な
ど
を
行
う
窓
口
を
開
設

し
ま
す

■
設
置
期
間　

８
月
８
日
（
火
）

　

17
日
（
木
）

■
設
置
場
所　

ハ
ロ

ワ

ク
横
手

　

番
⑥

窓
口

■
問
合
せ　

ハ
ロ

ワ

ク
横
手
紹

　

介
部
門　

３
２
―
１
１
６
５
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市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ち
しています。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

 

自然を愛する皆さんの集い　
  講演と昔語りなどを予定しています。
日　時●８月20日（日）午後１時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●800円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811　　

市民反戦非核平和映画「子ども達の昭和史」上映会
　「大東亜戦争」、「焼け跡に青空をみた」を上映します。
日　時●８月11日（金）　第一部：午後２時
　　　　第二部：午後６時
場　所●あさくら館
問合せ●「子ども達の昭和史」上映会実行委員会
　　　　代表　菊地さん  24-2954　　 

早稲田大学エクステンション講演会
　かつて中日ドラゴンズで活躍し、現在は野球解
説者としておなじみの谷沢健一さんの講演会です。
日　時●８月６日（日）午後１時30分から
場　所●横手セントラルホテル
入場料●無料
問合せ●横手稲門会  福田さん　32-3366

レザークラフトなかま展
　革で作った小物やバックなどの作品を展示。
期　間●８月10日（木）～20日（日）
時　間●午前10時～午後５時（10日は正午から、
　　　　20日は午後４時まで）
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
問合せ●栗沢さん  32-3096

「ガクちゃん先生」講演会
　障がいを持ちながらも、中学校の数学教師とし
て活躍している三戸学さんの講演会です。
日　時●８月20日（日）午後３時～４時30分
場　所●特別養護老人ホーム「こもれびの杜」
問合せ●ＮＰＯ法人障がい者自立生活センター
        「ほっと大仙」  0187-62-7766

横手星の会　星の観察会
　木星の観察や夏の星座探しをしてみませんか。
日　時●８月19日（土）午後７時～９時　
場　所●ふるさと村　第四駐車場
持ち物●望遠鏡をお持ちの方は持参ください
問合せ●佐々木さん  33-1903

人物画の基本を学ぶ「裸婦デッサン会」
　プロのモデルを招き、人物画の制作やデッサンを
する勉強会です。初心者の方もぜひご参加ください。
日　時●８月４日（金）～６日（日）午前９時30分から
場　所●横手市民会館２階
参加料●一日につき4,000円（学生3,000円）
問合せ●掛札さん  32-5545

横手郷土史研究会　市民公開講演会
日　時●８月８日（火）午後２時30分～４時　
場　所●横手セントラルホテル(入場料無料）
演　題●「秋田県の郷土史研究の先人に学ぶ」
講　師●秋田歴史研究者・研究団体協議会会長 
　　　　田口勝一郎氏
問合せ●横手図書館  32-2662

ナンの館　月例市民将棋大会
日　時●８月６日（日）午前10時から　
場　所●軽食喫茶「ナンの館」
会　費●1,000円（昼食付き）
問合せ●佐藤さん  090-3365-2720

いのちを愛しむおはなし会
　「いのち」を題材とした朗読会です。大人の方のご
参加もお待ちしています。
日　時●８月５日（土）午後１時30分から
場　所●大森図書館視聴覚室
参加費●無料（小学生以上）
問合せ●朗読グループ木もれび　小田原さん  25-3558

オカリナを吹いてみよう
　初心者対象のレッスンです。
日　時●８月４日（金）・25日（金）午後６時30分から
場　所●サンサン横手音楽室
問合せ●日高見さん  090-4918-4674

2006年「平和の鐘を鳴らそう」集会
　終戦の日に、世界の平和への祈りと願いを込め
て黙とうをささげます。ぜひご参加ください。
日　時●８月15日（火）午前11時から
場　所●観音寺鐘桜下広場（本町）
問合せ●横手ユネスコ協会  32-9683

「
Ａ
タ

ン
就
職
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
教
室

相　

談

講
習 

講
座

自
衛
官
の
募
集

被
害
者
支
援
の
た
め
の
メ

セ

ジ
を
募
集
し
ま
す

　大森町前田地区では、携帯電話の不感地帯を解消
するため、携帯電話鉄塔が今年３月に建設されまし
た。現在、通信事業者〔NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI(au)〕がこの
鉄塔への光ケーブルを整備中です。これが完了する
と携帯電話の利用が開始となります。
　住民の皆さんには、大変ご不便をおかけしています
が、情報が入り次第、広報・ホームページでお知らせ
いたしますので、もうしばらくお待ちください。

■市総務企画部電算情報課　35-2166　

携帯電話が10月から通話可能になります
大森町前田地区

Yokote Police Station Information
横手警察署からのお知らせ

【非行少年】
　高校生が最も多く、罪種では窃盗がほとんどです。
◆学職別　高校生８人がトップ。中学生１人、小学生
　　　　　１人。
◆罪種別　窃盗犯の７人がトップ（万引き５人）。その
　　　　　他、建造物侵入等の順。
◆場所別・被害品別
　　　　　万引きの場所は、大型スーパー等。被害品
　　　　　は化粧品など。
【不良行為少年】、
　深夜はいかいが多い。警察で補導対象とする深夜と
は、午後11時以降日の出まで。補導される場所は、各
種駐車場、路上など。
◆学職別　有職少年（198人）、無職少年（85人）、高校生
　　　　　（68人）が多い。
◆行為別　深夜はいかい（314人）、喫煙（62人）が多い。

●万引き、自動販売機
荒らし、自転車盗、自
動車盗、器物破損等
●深夜はいかい、喫煙、
飲酒、家出、薬物乱用
●出会い系サイト利用
※みんながやるから
という軽い気持ちか
らが多いようです。

当たり前のことが非行防止の鍵（自然に親しみ、家族仲良く、よく話す）

平成18年度上半期の少年補導状況について
【全般的傾向】
　非行少年、不良行為少年とも減少。犯罪少年
（14歳以上）は前年より２人減の８人、触法少年
（14歳未満）は前年より１人増の２人、不良行為
少年は16人減で391人。

※少年相談は横手警察署少年サポートセンター（　32－2250）

夏休み期間中に心配
されること

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです
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色とりどりの花が咲き誇るたいゆう緑花園

2

6

9

大
雄
地
域

県
道
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手
大
森
大
内
線
沿

い
に
広
が㌶
る
花
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た
い
ゆ
う
緑
花
園
」
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６
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や
赤
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植
え

ら
れ

８
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
り

訪
れ
る

人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す

　
「
た
い
ゆ
う
緑
花
園
」は

水
田
の
生
産

調
整
が
進
む
中

荒
れ
た
田
ん
ぼ
を
で
き

る
か
ぎ
り
少
な
く
し

有
効
活
用
を
図
る

た
め

旧
大
雄
村
と
県
花
卉
種
苗
セ
ン
タ

が
協
力
し
て
整
備

景
観
形
成
作
物
の

導
入
を
行
い
地
域
の
方
々
へ
憩
い
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す

　

ま
た

昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
替
わ
り

今
年
度

は

申
込
先
着
の
１
５
０
人
を
対
象
に
園

内
の
花
を
利
用
し
て
押
し
花
を
作
成
し

ポ
ス
ト
カ

ド
に
心
に
残
る
一
言
を
書
き

そ
え
て
い
た
だ
く
「
押
し
花
に
心
を
そ
え

て

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

８
月
上
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
る
「
た
い

ゆ
う
緑
花
園
」

皆
さ
ん
も
園
内
を
散
策

し

色
と
り
ど
り
の
花
に
ふ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し

う
か

い
や

■所在地　横手市大雄字四ツ屋地内
■問合せ　横手市大雄地域局産業振興課
　　　　　　0182-52－3913

たいゆう緑花園
妖艶な夏のひととき妖艶な夏のひととき
よう えんよう えん

短くて暑い横手の夏を象徴するかのように火
花を散らす線香花火。参加した皆さんは、は
かなく散る花火を見つめ、何を思ったのでし
ょうか･･･。
（７月22日、よこての全国線香花火大会）

短くて暑い横手の夏を象徴するかのように火
花を散らす線香花火。参加した皆さんは、は
かなく散る花火を見つめ、何を思ったのでし
ょうか･･･。
（７月22日、よこての全国線香花火大会）
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